
令和 5年度 第 2回 介護・医療連携推進会議議事録 

●日 時：令和 5年 10月 30日(月) 17：35 ～ 18：40    

●場 所：デイケアセンター春海 

●出席者：甲斐市職員、榎東区自治会長、榎東区民生委員、あすか在宅クリニック、山梨県立大学、

利用者様家族、当法人職員、あさがお職員（計 16 名） 

 

議事事項 

1.）活動状況報告（別紙 1） 

 ①利用者数、介護度別利用者数について 

 ②訪問件数、緊急コール、随時訪問回数について 

 ③利用者数確保に対する取組み 

 ④グリーフケア 

2.）職員研修の実施状況 

3.）新型コロナウイルス感染に対する対応 

4.）委員からの意見や要望 

議事内容 

1） 活動状況報告 

（別紙 1）参照 

2） 職員研修の実施 

（別紙 1）参照 

3） 感染に対する対応 

（別紙 1）参照 

4） 意見要望 

（質問） 

活動状況 ②訪問回数について 

 排泄支援が必要な利用者の場合、訪問回数が増えるが、職員配置は大丈夫だったのか 

（回答） 

その回数が本当に必要かを検討している。人員配置はコスモス、春海からの支援を受け

ながら行っている 

 

（意見） 

 今頑張っている家族に伝える形で、もう少ししたら亡くなった家族から話を聞いてみる

のも良いと思う。 

あさがお便りに、介護度が低くても、どのように家での生活が出来るかを載せて行って

もらいたい。 

 

（質問） 

一年の中で職員の気持ちの変化はどうか 

（回答）ターミナルの場合、家族も職員も大変だと思うけど、職員間の情報共有を大事に

取り組んでいる。 

 

（意見） 

木が枯れるように人が亡くなっていく事。この事に対して受け入れの意識を図ることが



難しいが、その人らしさを受け入れる。 

介護職、看護職に共に考えていくことが大事と考え対応を継続して欲しい。 

（回答） 

今回のご意見等を参考にして業務に繋げながら対応していきたい 

 

備 考 

次回予定：R6年 4月頃 

 


